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クロワデブケ地区　ブランシュ川右岸にある灌漑用水の取水口1980年頃に建設された

施設を、IDB援助のプロジェクトで使用している



IDB援助によって建設された地下水灌漑システム

（クロワデブケ地区ブランシュ川流域）

同上の水路



扇頂部におけるクリーズ川　1954年頃に建設されたという取水堰の後が

残されている　山地は植生に乏しいため山腹崩壊が著しい



クロワデブケ地区農村にある共同井戸　水汲みは婦人と子供の仕事

クロワデブケ－ポルトプランス間の国道　交通量が多く未舗装のため埃がおびただしい



クロワデブケ地区　グリーズ川流域の未耕地

同上（北部の緩斜面）



フォールリベルテ地区　サイザルのプランテション跡地



フォールリベルテ地区　サイザルのプランテーション跡地にある農業試験場

同上に掘られているハンドポンプ井戸ポンプの深度は約12m



アトル軒桁フォールリベルテ地区にあるサイザルの加工工場跡1950年代まで操業した

Nord県にある製糖工場跡1986年頃まで操業した
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1､緒言

(社)海ケト農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)調査団は､平成8年10月21日から11

月7日までの期間､ハイチ共和国(以下｢ハ｣国という)及びグアテマラ共和国(以下｢グ｣

国という)を訪問し､各関係機関の関係者と農業開発上の諸問題について意向打診､意見の交

換､資料の収集及び現地に赴き日本の技術協力案件についての発掘調査を行った｡

調査は｢ハ｣国に主眼をおき､ ｢グ｣国については､平成5年に実施した｢北西部地域農

業･農村開発計画｣のフォローY?7.として現地政府関係者及び日本犬便館を訪問し､計画対象地域

の現状､情報収集.及び上記援助案件についての意向打診等を行った｡

｢ハ｣国の故郷開発上の問題は､生産性が低く､見るぺき産業のない風土に多数の貧

囲者を抱え､しかもその多くが都市に集中し､首都は超過酎ヒし地方部は過疎化の傾向にある

ことである｡国の経済ほ農業が中心であり､GI)Pの約1/3を産出し､労臥口の60%以上を占

めている｡主な農産物はコーヒー､外舛ヒー､ト牧口コシ､八"ナナ等であるが､もともと匿土は山地が多く

て農業適地は限られており､加えて生産性が低いため食匪は絶柵に不足しており多くを輸入

や援助に依存している｡また1991年9月の軍事クザクー以降､援助の中断を含む国際社会の制

裁措置により経済は一層疲弊し､近年までマイナス成長が続いていた｡現在でも国連多国籍軍

の監有下にあるが､国際機珂等による援助ほ既に再開されており日本からの積極的な援助も期

待されている｡

｢ハ｣圏についての本調査はこの様な社会･経済状況を背景として実施したものであり､

現地調査の結果､二つの具体的な援助アロシhェクは領茎葉された｡

またrグ｣圏についてほ､近日中にゲリラ側との和平が合意される見通しとなり､和平後

は日本からの援助Tロシ"ェ外受入について｢グ｣国政府関係者は非常に前向きの姿勢であるとの

感触を得た｡

本鞭告書ほ､これらの調査結果を簡単に取りまとめたものであるが､出来るだけ早い時期

に日本政府の技術･経済協力の対象となることを相手国関係者も強く希望しており､調査団と

してもその方何に進むことを切に願うものである｡

終わりに､本調査の実施に当たり､多大なるご協力をいただいた｢ハ｣国及び｢グ｣国政

府の関係礁問､在｢ハ｣国及び在｢グ｣国日本大使館(特にハイチの概要説明についてほ､日

本大使館が書かれた｢ハイティ概況(平成6年4月1日) ｣と｢ハイティ共和国概観(1995年

5月31日) ｣を一部引用させていただいた)に対し､深く謝意を表する次第である｡

平成8年1 2月

1

ADCA 調≡由司長

新原輝久
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2
､各国の概要

2-1ハイチ共和国

① 地形､地質

風土は､ bT)T海に浮かぶイカ卜沖島の西楓部分的3分の1を占め(東(郎か"ミ功共和国)､

本島部の他大小5つの島から成り､面静ま約27,800km2を有する｡国土の地勢を槻すると､

ほぼ3つの山系とこれらに挟まれる平地及脚､ら成る｡山地は東西方向に延びる南

部山脈と西北西一束南東に延びる中部山脈及び北部山脈がある｡

地質は､南部山脈が基盤岩をなす白亜系の1)レア仰質岩体と古第三系の石灰岩頬を主休とし

て最高峰2,680mの山脈を形成し､中部山脈ほ古第三系の石灰頴を主休として標高1,200

-1,500mの山脈を形成する｡また北部山脈は南郷ま古第三系の石灰岩とこれを貴人する玄

武岩を主体とするが､大西洋脚に面する北部山地は白亜系の花嵐鞄‡700-1,200mの山脈

を形成する｡

これらの山地を刻む河川は多いが､中部山脈と北部山脈との間を流れる雅称ーニーりIl(約

320km )以外は何れも短く河川勾配は比較的に急である｡急な河川勾配と山地の大判ま伐採

され植生に乏しいため､河川の流出が激しく,乾季には瀞仙lとなるものが多い｡

主な平野部は､南部山地の西端付近に位置する槻イ平野､首都*oルトアラン升-ク叩デTケ平野､

中央部の7)レ称"I-り[[沿岸及び河口平野及びカアTlシャンから東に広がる]肺号ある｡

国土は行政区域として､ 9つの県のepartment)に分割されており､今回の計画対象地区

であるク叩デrケ地区は西部県(oue8t)に､またフォールリへ一昨鼎ま東北県即ord-E8t)に位置する｡

② 気候

気憾ま熱柑羊性気候で､平地部における平均最高気温は33.4o C

､平均最低気温ほ
22･8o Cである｡雨季は国の南部では4-7月と計-10月の2回､乾季も8月と11-3月の

2回があり､ 1璃;では雨季･乾季が南部とほi君逆となっている｡降水量は地域によって相違

があり､全国平均では1,400mmであるが､多いところほ南西部で2,000mm以上､少か1

ところはク叩デフーケ平野で1,000mm以下,北西部では600mm以下の乾燥地帯もある｡

③ 人口､社会

人口は､ 1992年調査で676万人と発表されているが､現在は700万人を超すと推定され

ており､この内首都圏には全人口の22%以上を占める160万人以上が集中し超過密状態にあ

る｡草郡圏以外でも人口の都市部への集中が顕著で､統計局の資料によると､1995年で全国

の人口の約13%が都市部に住んでいる｡特にこの傾向が顕著なのは､首都が位置する西部県

で人口の60%が都市部に居住している｡人口密度は､全国平均で244人血m2で､ドミ功(共)

の146人仮m2に比べヲF常に高い｡人口増加率は実質2.9% (89-90年推計)と高いが､乳児

死亡率も93人/1,000 (1990年)と最貧国の中でも高い｡.人種構成ほ90%が県人で､他に混

血(ムラーりが約10%で白人その他は1%以下と､圧倒的な黒人社会を構成している｡

2



表2-1 ｢ハ｣圏の人口分布表

｢-｣国の全国の人口

県名

1990年 1995年
全体 都市部 農村部 農村部割合 全体 都市部 農村部 農村部割合

Ouest 2,149,631 1,203,299 946,332 44.0% 2,494,862 1,500,745 994,117 39.8%

Sub-Est 435,069 34,227 400,842 92.1% 457,013 38,174 418,839 91.6%

Nord 699,935 174,040 525,895 75.1% 759,318 204,015 555,303 73.1%

Nord-Est 233,371 56,549 176,822 75.8% 248,764 62,478 186,286 74.9%

Aribonite 925,990 190,902 735,088 79.4% 1,013,779 230,603 783,176 77.3%

Centre 451,599 59,331 392,268 86.9% 490,790 70,259 420,531 85.7%

Sud 613,490 80,906 532,584 86.8% 653,398 91,919 561,479 85.9%

Grande-Anse 598,523 71,273 527,250 88.1% 641,399 81,149 560,250 87.3%

Nord-Oust 378,439 50,302 328,137 86.7% 420,97].
.59,501

361,470 85.9%

全体 6,486,047 1,920,829 4,565,218 70.4% 7,180,294 2,338,843 4,841,45l 67.4%

Ouest県の人口

市町村名

1990年 1995年
全体 都市部 農村部 農村部割合 全体 都市部 農村部 農村部割合

Port-au-

prince

1,345,749 1,147,970 197,779 14.7% 1,639,774 1,433,655 206,119 12.6%

Leogane 292,028 19,571 272,457 93.3% 295,675 21,165 274,510 92.8%

CroiX-des-

bouquets

292,855 20,495 272,360 93.0% 315,175 26,444 288,731 91.6%

Arcahaie 139,589 5,515 134,074 96.0% 155,471 6,430 149,041 95.9%

LagonaVe 79,410 9,748 69,662 87.7% 88,767 13,051 75,716 85.3%

全体 2,149,63二L 1,203,299 946,332 44.0% 2,494,862 1,500,745 994,117 39.8%

Nord-Est県の人口

市町村名
1990年 1995年

全休 都市部 農村部 農村部割合 全体 都市部 農村部 農村部割合
FortLiberte 39,271 15,299 23,972 61.0% 41,849 16,183 25,666 61.3%

Ouanaminthe 76,162 12,993 63,169 82.9% 82,763 15,l18 67,645 81.7%

TroudoNord 67,027 23,320 43,707 65.2% 69,168 25,412 43,756 63.3%
Vallieres 50,911 4,937 45,974 90.3% 54,984 5,765 49,219 89.5%

全体 233,37]. 56,549 176,822 75.8% 248,764 62,478 186,286 74.9%

出典:ハイチ国大蔵省統計局

※ 1995年人口は1992年調査時点における推定値

4



⑥ 政治

1986年に､ 30年近く競いたデュ^1)=父子の独裁体制が終幕し､民主的選挙によって7･)符

ツド大紋箭が就任したが､1991年9月に再び軍事クザクーによって軍政が敷かれた｡しかし杏

がら1994年10月､国連軍の介入によって米国に亡命していた同大統蘭が帰国し､ 1995年

からは国連軍の監視の元に民政が敷かれ､昨1995年12月の選挙ではT')乃ウド氏の後継者で

ある鵬･アげァル大統領カi選出された｡現抑まほぼ政情は安定し､本年11月末には国連軍

も撤退する予定である｡

⑤ 経済

｢ハ｣圏は中南米唯一のILDC国で､圏のGDPは1,752百万米ドル( 1994年IMF資料) ､

｢人当たりGDPは統計上260米ドル(同)となっているが､大判ま100米ドル以下の貧困層

である｡国の経瀞ま農業が中心であり､主な農産物はコート､サト舛ヒー､ト卿コシ､灯ナナ等である

が､港就施設の不備や原始的農法に滞っているため生産性は極めて低い｡天然資源にも乏し

くまた他の産業も見るぺきものはないため､矢掛ま推定70% (1993年末)とも言われて

いる｡この様にもともと弱い経済基盤に加えて､1991年9月の軍事クザクー以降援助の中断を

含む国際社会の制裁措置により経済は{層疲弊し,1994年ではマイナス10.6%のGDP成長率と

なった｡

国際収支は輸出が57.4百万米ド叫こ対し輸入が183.3百万米ドル(何れも1994年､IMF

推計による)とマイナス125.9百万米ドl切大悟貿易赤字で､経静吹支もマイナス109.2百万米ド1L(同､

公的援助を含まず)と､援助無しでは国の財政が成立しか､状態にある｡しかしながら､1995

年からはア')ス知ド大統箭の復帰による民生の安定化と国連をはじめとする国際機問の援助と

によって経済は確実に復興しているものと期待される｡

表2-2｢ハ｣圏の輸出構成単位:百万米ドル

1994年実績 1990年実績 対前年比

農産物 12.0(20.9%) 26.8(10.1%) 0.2%

コーヒー 7.7 15.3

蘇 1.1 5.6

砂糖 0.0 3,7 l
カ財 1.0 1.9 A
香油 2.2 0.4

勧江工晶 44.4(77.4%) 133.7(50.3%)
-33.6%

その他 0.95(1.7%) 105.3(39.6%)

;...i:I:i 57.4(100%) 265.8
-29.7%

(1995年IMF資料)
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表2-3 ｢ハ｣園の輸入構成 単位:百万米ドル

1994年推計 1990年実蹄 対前年比

食料品※ 99.4(54.2%) 134.4(26.6%)
-49.4%

燃料 46.2(25.2%) 70.8(14.4%)
-34.6%

機械.運輸 7.7(4.2%) 48.6(8.6%)
-64.1%

原材料 2.5(1.4%) 8.0(1.6%) 708.1%

加ユ品 7.6(4.1%) 19.4(3.8%) 484.5%

その他 19.8(10.8%) 224.3(44.4%)

総額 183.3(100%) 505.5
_47.10/o

(1995年IMF資料)

栄 1996年では､米の輸入が約100百万米ドルを占めると予想されている｡

⑥ 農業

国の経済は農業が中心であり､労臥口の67%が農業従事者という農業国であるが､生

産高まGDPの27%程度で生産性は極めて低い｡この生産性の低さほ､基本的に原始的農法

の上､匿土ほ山地が多く石灰岩を主体とするために全鮒に表土が薄いことに加えて､薪炭

材用の乱伐によって土壌流失が激しいこと等に起因するものと考えられる｡ちなみに､農地

として土地利用されているのは約11,900kn2であるが(1990年)この内の約35%は農地と

して不適絶と考えられている｡

表2-4 作物別面積と生産高表

作物 面構 生産高

(1,0000h) (1,000トン)

トウモロコシ 448 370

ゾルがム 250 170

コメ 86 130

マメ類 60 45

ギヤワサ灯 28 112

サツマイモ 84 370

クスーイモ 18 38

A-++ 80 320

コーヒー 135 35

サトウキヒ~ 120 4,200

果物類 150

栄 1)面積は1988年デづ､生南朝ま1994年予想値

2)出典: ANDA調査資料による｡
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lot of problems in the agricultural8eCtOr and most Of them are tugent matters tO be

801ved.

The economic and Social development problems 0f this country ex也t in the

circum合tanCe8that be8ide8 productivity i8
genera山y low and there i8 nO 8peCial

products tO evaluate,the country holds plenty of poor people andthat the majority

of them hve in the capital. Thereforefron the viewpoint of the白e 8it11ationB, it iB

inferred that the rein血rceⅡlent Of irrigation and drain Lhcilitie8 and the integrated

ruraldevelopment among the 8eCtOr8 mentioned above 8hould be prior.

10utline of the Project

The main problem on the BOCialand economicaldevelopnent of Haiti iB aS

mentioned above･Andthoughthe majority of the n8tion&1 industry iB agriculture

which earzw more than 1/3 of GDP and employs more than 60% of working

population of this COuntry,the moot Offood depend on the import because Oftheir

low productivity. Therefore it i8 Very i皿pOrt&nt and tugent politicalproblem to

achieve the decentr81i劫tion of population to theruralarea8 and to i皿prOVe the

productivity of agriculture. This Study will be camied out to 801ve these problems.

ThiBさtudy will investigate the naturalcondition and 8ituation of the society and

the economy in this region, andwill propo8ethe nece88ary COmpOnent8 for

agricultural promotion and the farm village maintenance from the 8tudy re8ult8.

furthermore evaluate8the po88ibility andthe effect of the component.

-puTPO8e( Short tern
objective )of the Project

To develop the water re80um8 for portable water and imig8tion, and to

con8truCtminimu皿80Cialinfr&8truCture8 and economic infra8truCture8,that i8

nece88ary tO develop this region.

-goal Gong term
objective ) of the Project

Con8truCtion
of 80Cialand economic infr88truCture8 Which providethe role of

metropolitan 2Dne.

Con8truCtion
of farmlands and imigation血cilitie8 a8 the metropoht8n

agriculturalproduction region.

-proBPeCtive
beneficiaries

About ●● people to live in this region at present time and about ●●

people who w山be a8Bumed to immigrate from the capital, e8PeCiany women who

must Walk血r to take the domestic water.
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僅かに建設された濯載施設も､予算不足のために洪水被害を受けた施設の多くは未修復

であり､また干ばつ被昏や政情不安による外匡旗本の撤退等も農業生産の不振を招いている｡

特に往年主粟島産物の一つであった砂糖ほ,工場施設の封引ヒや経営の不振により国際価格

に対抗出来なくなり､かって圏内に4ヶ所あった製糖工場は1987年を最後に全てが生産を

停止した｡

2-2 グアテマラ共和国

(平成5年8月 北西部地域農業･農村開発計画 アロシ"ェクけァインディげ調査報告書参照)

3
､ハイチ共和国調査対象地域の概要と農業･農村開発計画

3-1､開発の必要性

rハ｣国の社会経済開発上の大きな間藤ま､生産性が低く､農業以ダは見るぺき産業の

無い国土に多数の貧困者を抱え､しかも人口の多くが首都に集中し首都は趨郎酎ヒし地方は

過剰ヒの傾向にあることである｡また､国の軽瀞ま農業が中心と成っているが,地形条件､

土壌条件あるいは気象条件や災害多発と言った自然条件から農業馳i限られている上､生

産性が低いため食料ま絶印可に不足しており､多くを輸入に依存せざるを得か1状況にある｡

このため農業の｢層の振卿ま｢ハ｣国にとって緊急の政策課歴とされているが､人口の都市

への偏在のため息柵‡不足している現実も認められる｡従って､農業の振興とこれに

従事する人口の農村部への分散化を図ることが､｢ハ｣圏にとっての崇急の政策課題であり､
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同時に社会経済開発上の問題解決につながるものであろう｡

3-2
､計画地区の概要

3-2-1
､ク叩デTケ地区

この地区は地勢的には南部山地帯と中部山地帯とに挟まれた地溝帯に位置する｡この他

薄青はドミカ国の灯ラ肘汚から続くもので､塩水湖のD])ケ湖と糊口湖を形成し*.1け-アランス湾に

至っている｡計画対象地区は標高が30-80mの平野をなし､この平野を剰んで南部山地か

ら2本の河川が流れている｡その一つは東側のアーランシュ川で､主に沖トラ湖へ注いでいる｡他の

一つは西楓のr'J-スー川で主河川は､ク叩デT珂iの南西から*.1け-アラン柿を経て汚に注いでい

る｡このようにこの平野は流域から見ると二つの水系から成り､平野のほぼ中央で二分され

ている｡平野の両線と1牌抑まそれぞれの山地からの洪構系扇状地堆積層から成り､平野中

央部は2本の河川沿岸の沖積層及び洪積層から成る｡

この平野部の気候は､年間降水量が80O-1,000mmで声酎ヒ両山地部に比ぺると約1/2位

しかなく､やや乾燥地帯となっている｡乾季は11月-2月と5月-8月の期間で雨季よりも

長い｡南北両山地では年間降水量が地形等高線に準じて高くなり､南部山地では最大

2,000mm､中部山地では最大2,800mmの降雨がある｡この降水量は多くがこの平地に落下

し地下水にも面責されている｡このためこの平地部は抑まあるが地下水はかなり豊

富である｡

この地域には推計約30九人力言居住し(表2-1参照)
,比較的に人口密厨ま高いが､クロワ

デTケ市内や国連沿線部及び南部山地寄りの扇状地性台地部に集中している｡

学校は農村部には小学校のみで､中学校はク叩デフーケにしかない｡多くの小字児童は学校

まで片逆1時間歩いて通っている｡職まク叩デTケ市内にあるのみで､重病者は*.ルトアランス

まで行くことになる｡

道掛ま､ポ朴-アラン妙らク叩デフりを経てドミカ国境方向へ東西に走る国道とセントル県方向へ

南北へ走る国運の2本の国連がある｡しかし後者は舗芳沢態カ,'極めて悪く､かって舗装をし

た跡があるといった方が適切とも言える｡また前者もクロワデTケ市からi.ルト7'ランス同約2knは

未舗装で､交通量ほ大型トラックをはじめかなり多いため沿漸ま騒音と填がおびただしい｡そ

の他の道路で自動車が通行可能なものほ極めて少なく､東西方向の国道両地域では僅かに国

連からそれぞれフーテンシュ川とr])-スー川に沿って手摺ぎ間を結ぶものがある｡また国運の北側地域

では､アランデ付ン時代に建設された軌運跡が残されており､これに沿って道路及びこれと国道

とを結ぶ2-3本の連絡がある｡

3-2-2
､ 7オリ川へー僻地区

この地域は､地勢的には北部山脈の北脚に広がる洞勤払だ洪積系の海岸段丘性平野をな

し､内陸～ま10-20knまでまた東漸かーミ功(共)のクー棉Ⅵン･モ沖ク怖イの平原へ続し1てい
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る｡標高は10-50mの範囲で､特に察高50m前後の高位面は海蝕性の海鞘廷臣と推察され

堆積層は極めて薄い｡主な河川はドミ功との国境をなす吋ク)LJ=とその西側で北部山脈から落下

するシー竹サ川及び糾わ川がある｡これらの主剤Il段丘平野を刻み､流域沿岸にi帽を形成し

ている｡この平野地は､1950年頃まで米国資本によるサ仰ルの大アランテうヨンとして土地利用さ

れていたが現在は草地程度にしか利用されていか1｡

気候はやや乾燥性で雨量は年間650-800mnあるが､気候条件が南部地域とは異なり､

11月-3月が雨季で7月は最も乾燥する｡またこの北部地域は南部と異なり台風の被育も受

けか1
｡この様にこの平野地域自体は比較的に乾燥地帯であるが,後背地の北部山脈では最

大2,000mm位の降雨があるため､河川流量は比較的に豊富でまた地下水への療養畳も多い

ものと推察される｡しかしながら当地域でも山地の植生は乏しく､降耐ま一挙に洗出しやす

い｡

人口は､表2-1に示すようにフォール灯防市が位置するNord-E8t県全体でも25九人弱

(1995年､統計局推計値)で全国の3.5%に過ぎか1過疎地となっている｡このうち7オー桝へ-

防地区には約4万人(同､推計値)が居住し､農相軒ま更に少ない｡

道掛ま､カプアイシャン市からドミ功へ続く未舗装の国道が中心で､この支線としてフォー1Uへー防

市′＼続くものとがある｡この他に自動車が通行可能な逼掛ま地区内,C･lま僅かしかか1が,

現在ドイツ国の援助で連絡を建設中である｡

3-3 農業の現況

3-3-1クロワデフ"ケ地区

この地域における主要農翰ま､穀物類刊かり即コシ､湖ーム､豆頬カ,+あり､野菜ではクマ純一,

ユシ"ン､枇′ンtP)､オクラ､恥ッサ灯などで何れも零細農業のため基本的には地域内で消費し少量を

首都へ出荷している｡米は殆ど栽培しておらず,この地区の住E5Bま桝ロコシと豆蕉を主食とし

ている｡この地域のうちTランシュ川流域地区では土壌の保水性や水理条件から米作の可能性は

低いと考えられるが､ク"-)-スー川流域地区のうち特に北部と西部,e･6ま可能性が十分にあると推

察される｡

7"ランシュ川流髄也区T'Eま､現在IDBの援助によって3,000haを対象に濯就施設の建設アロ

シ"ェ外が進行中にある｡このアロシ"ェ外は､水源としてアーランシュ川から8001 /Sと井戸から50 1

/Sを取水し重力配水するもので､井戸は現在19基あるうち12基が稼動しいる｡残り7基は

ホ○げやモサが故障し､その後は臓i無いため放置されている｡

長殿まこれらの井戸を利用する際に､*oげの運転時間当たり12rルド(us令.80M)を

支払うことになっている｡しかしこれT'1ま不足であり運転費用の3/4は政府が負担している｡

従って農民が負担する費用でさまポげ等の維持費も出せない｡施設の運営は一応組合によって

なされているようであるが組織力は弱いように見受けられる｡

一方､ m-ス"川流域地区では現時点では淑施設の建設は行われておらず､その計画ち

か1｡しかし政府としては農業の開発ポ升シ叫ま融､地域と考えており,このための援助積開

を求めている｡現状では天水によりアーランシュ州地区と同様な野菜､穀物を零鰍こ栽培している｡
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この地域において農家の85%は1如( 1カロ=1.29ba)以下の農地しか所有していない｡穀

物類ほ現状の天水のみでは通常1期作で限度であるが､水が確保されればソ吻ームが3期作､ト

牧口コシほ2期作が可能とされている｡この地域は,かって1970年代までイス沖岬)資本によっ

てサ桝ヒーの大アランッ㌢ションが経営されており､港蔽施設の他鉄連も如)れ渥淑施設や集荷場も

整備されていた｡しかしながらこのアランナションが国際競争力に勝てず撤退して以来､土地は国

有化されたものの現在では多くは草地や放牧地程度にしか土地利用されていか1｡当時の濯

親施設は殆ど破壊し､現在は数カ所の濯淑用井戸があるのみで､河JIrからの憾ま無い｡

rt)-スリIl上流部には1954年に建設されたという取水堰の跡が残されているが､1980年代初

期に洪水によって崩壊後放棄されている｡

井戸は組合組織によって運営されており､1井戸当たり129haを濯耕している｡料金は*.

げ稼動1時間当たり62rルド(UBS.4.13)を徴収している｡

3-3-2 フォールリへ"防地区

この地区の平原は1950年頃まで米国資本による両横12,000-15,000haのサイサILC)大規

模なアランテ一泊ンが経営されており､現在もその跡地が残されている｡しかしながら米国資本が

撤退し､現在この跡地は国別ヒされているが草地や牛､山羊の放牧地程度にしか利用されて

いか1｡これは､この地域が乾燥気候でまた何ら潮施設も持たないという水利条件と､耕

作に従事する農民の不在という原因による｡

この他の平地部では､八りナ､ト吹ロコシ､豆類､軸ッサ灯等が栽培され､山間部ではコートの他､

トマトレタス,キャへ"ツ,ラ"げイモ等の野菜耗と群物ではトウ耶コシ､豆類､また一部では米も栽培され

ている｡

これらの農作物は殆ど天水によるものであるが,竹や樹木で堰き止め導水する小規模な

潮農法も僅かながら見られる｡また八"ナナ農園ではこのNord-E8t県の農業事業所の管哩す

る濯淑施設もある｡

アランテ-ション跡地にFONHUCUNE伊ondationHumamitaire Culture du Nord E8t)によ

る試駅長場がある｡この農職まusAIDが技術的にバックアップしているもので､偶ま西

瓜､げ伽プル, )r)り†､人参､トれクマ粁､ピーナッツ､その他の豆類､朴り町の他門けア類の樹

木も試験栽培している｡濯淑施設はか1が将来地下水を利用して潮施設を建設する予定で

ある｡この農場に掘られている井戸は､35 f t程度の浅いものであるが水量は豊富で一年中

滴れることはない｡

先に3-2-2項で記したように､またこの井戸の状況からもうかがえるように､この平野

部は地下水が比較的に豊富と推察される｡また南側の山間を流れる河川より重力で水を引く

ことも可能と考えられる｡従って､このアラン㌢シ=ン跡地は,米国資本の撤退御ま主に水理条件

によって長馴顎井僻ま行われなかったが､将来地下水やq,rlr水によって濯蔽も可能と考えら

れ､農地として効果的な土地利用が可能になるものと予想される｡

なお､今回現地政府開陳者からの要望で､このNord-E8t県の西に位置するN.,d県につ
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いても視察した｡この地区でもかって米国資本によるサ桝ヒnのプランナションがあったが､馳ま

やはり撤退しその跡地は大半は国有地として灯けやラム酒用サト舛ヒ"が栽培されている｡しかし

ながら整備された濯就施設は無く､その必要性が求められているため､今回我が国に対して

口答で援助の要望があった｡これに対し､当地区ではフランスやアイルランドのコH)川こよる調査が行わ

れているので､それらの調査結果を基にして直齢こ無償資金協力を要請するよう提奏した｡

4

､ク叩デフーケ地区農業･農村開発計画

4-1目的

ク叩デ7ーケ市は首都机叶-アランスの衛星都市とも言える位置にあり､周囲ー軒ま地形的にも

平坦で農業振興上の地形条件や水理条件にも恵まれた地域と推察される｡この平地のうち東

側の7"ランシュ川流域には現在IDB援日加こよって濯就施設カi建設中であるが､西珊のr'J-スー川流

域地区では濯就施設は殆ど無い｡また現状では有効な土地利用は殆ど行われておらず､多く

が草地として牛や山羊の放牧地として利用されている程度である｡従ってこの他城を農村･

農地として整備し､人口を首都から呼び戻し同時に首都の大人ロヘ食程を供給するぺく農業

の振興を図ることは､重要政策課題の解決に直給するものと期待される｡

4-2 農業･農手職計画の内容

① 農業開発

一 水源開発

一 農業基盤整備(水利施設､農道)

一 農業イン乃整備(集出荷場､農業協同組合施設､貯蔵施設,農産物加工施設等)

一 息民組織の育成

一 農地造成

一 試験研究機閑の建設

② 農村開発

一 任宅建設

一 上水道整備

一 連措置･橋梁建設

一 小胡模発電

･文教施設整備
一 厚生施設整備

③ 環境保全

ll



- 土壌保全

一 山杯陳全及び植林計画

5
､フォー1Wへ~J桝也区農業･農村開発計画

5-1 目的

フォー)Wへ~J憾まドミ功との国境をなすNord-E8t県に位置し.現在は過疎化し特に注目さ

れるような農業も行われていか1｡しかしながらかっては米国資本によるサイサ"ルと灯ナナの大ア

ランテ泡ンがあり,農地としての土地条件も決して悪くないと予想される｡このTランナション跡地ほ

現在では大半が草地か放牧地として僅かに利用されているに過ぎか､｡この理由は､濯耽施

設が無く,乾燥地のため雨季にしか水が無いことと耕作に従事する農民がいか1ことによる｡

しかしながらこの跡地地域ま比較的に地下水が豊富と推察され､また上流部から重力で河川

水を導入することも可能と考えられる｡従って､港概施設を建設し､また農民の居住環境を

整肝㌻ることによって､この地区は農地として再開発される可能性は高いものと推察される｡

また第二の人口桐紺市であるカア･アイシャン市に近いので､今後この地区を開発することによっ

て､大人口都市への食糧供給と雇用機会の拡大並びに人口の分散イbblT期待される｡

5-2 農業･農村開発の内容

① 農業開発

一 水源開発

一 農業基盤整備(水利施設､農道)

- 農業インフラ整備(集出荷場､農業共同組合施乱貯蔵施設､農産物加工灘設等)

一 農民組織の育成

一 試験研究機問の建設

② 農村開発

一 住宅建設

一 上水逼整備

･厚生施設整備
一 文軌臣転生整備

一 小規模発電

③ 環境保全

一 山杯保全及び植林計画

一 土壌保全
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6
､クーアテマラ共和国

6-1計画の背景

｢グ｣国北西部のキね､ウカ巧けげ両県では､軍部の迫青を逃れて多くの国民がメキシコに避

難していた｡この馳‡ 1992年頃から帰遺してきている｡しかしながらこの地域は住民が

避難して以来長期間放置されていたため､農地をはじめ生括環境施設も荒乾しており帰還民

は極めて劣悪な生活環境を強いられている｡またこの]旺朝巨域の2県はrア河ラ国の中でも開

発が最も遅れた地域であり､ ｢グ｣国政府はこれらの地域における農業開発､社会･経済イン

乃整備等の事業を開発政策の最使先順位に置いている｡このため､今までの内戦で荒廃した

農地の復旧･改良や､物流条件改善のための連絡整備等が急務とされているが､現在の国の

財政では十分にこの事業を推進することほ困難な状況にある｡このため｢グ｣国政府は日本

をはじめ諸外国の援助機開にこの地域の開発と愉野師喜受入のための地域整備についての援

助を要望している｡

この様な状況を背景として平成5年6月にADCAとしてキね県ⅠⅩcan地域を対象とした

事前調査を行った｡この調査の結果｢グ｣国政府ほ日本政府に対し上記の援助要請を提出し

たが､当時まだ現地における治安が完全に回復していなかったため､日本大使館はこの要請

を保留案件としている｡

しかしながら今年になり､ケ"7)ラ側との和平協定の気運が高まり､本年中には和平協定が

成立する見通しとなっている｡

6-2 計画地区の概要

キね県イ池ン地区は､首都r巧マラ市の北北西約385kn､メキシコとの国境線に而している｡

本計画対象面静ま約1,543kn2で､海抜50-500mの起伏に富んだ地勢をなしている｡地勢

的には知マ山脈(sierrade Chama)の北部平原に位置し､下流で国際酬.lとなるチソイオirロ

川(Rio Chixoy o Negro)をはじめ小河Jllが縦特に済下している｡熱帯雨林気候軌こ属し､午

平均降水量は2,477.5mm,平均気温は24.9o Cと記録されている｡降雨の他軌,豊富で,

地下水位も比物糊こ浅く水資源には恵まれている｡地区内には140の71Lf7(Aldea)があり､

合計51,500人( 1992年)が居住している｡住民の77%が農業に従事し,基幹作物のトウモロコシ

や7T)a-レスを栽培しているが､現金収入は225Q(約u8$40)/月( 1992年調査)と国内での極

貧地域となっている｡

r汚マラ市からのア舛スは､国運cA9, CA14を通り､ coban市経由で升マ山脈を横断して行一

くが､ coban市から地区中央のア升rランデ肝1ayaGrande)まで160knあり､未舗装の幅員
3･0-4･O mの砂利道のため片遭6- 7時間を要する｡自動車でのクー汚マラ市からの総所要時間ほ

10時間にもおよぴ､雨季にはしばしi瀞咽難となる｡このような状況のため､この地域

は陸の孤島とも見られており開発が急がされているが､現在公共事業省ではこの道路整備を

実施中の模様である｡
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6-3 援助計画の展望

政府関係者の話によると､ケー.)ラ側とは既に停戦状態にあり､本年クT)mを目途に和平協定

が成立すると見通されている｡和平成立後､保留されていた我が国への援助要請について引

き続き要請があるか､あるいは要請する場合その内容に変更等があるか等について事情聴取

することが今回の本調査の目的とされた｡

上記について添付の面会者リストに記す~関係者から意見聴取を行った結果､以下のよう

な状況と意向が判明した｡

キた､りカニ汁ンコ"両県は最も開発の遅れた地域であり､中でもキね県は内戦の被旨が最も大

きい地域のため､囲も国際機珂もキチェ県への援助を最重要視している｡またキチェ県の中でも

Ixcan地域は､ア舛劫'極めて悪く陸の孤島化したところであるが内戦の被害の最も大きかっ

た地域である｡このためこの地域には"Ixican地卿が策定され､この計画に基づ

いていくつかのアロシーェ外がスタートしている｡この他これらの地域には､いろいろな国際機

園が現地を視察し､uNDP､世界銀行､ IDB, EU (特にドイツ.イタT)ア)等の諸援脚ま既に

援助を開始している｡

しかしながら､ "難民地域総合開発計画"と言ったものは作成されていか1ため､援助

は灯ラ)rラであり､現状では艶醐帝遺地域でも援助や開発計画が行き渡らか1ところも少なく

か1と予想される｡この様な状況で､この地域に対してはやらねばならぬ事がまだまだ沢LLJ

残されている｡この様な状況から､今回の日本からの援助の提案には｢グ｣国政時としては

無償､有償を含めて大変恥了ある｡

この様な状況を踏まえ､今後開発計画は次のようなステッフで進めていくことになろう｡

① 和平合意

② 軌宅地域開発計画の策定(97年2月を目榛)

③ この計画に基づいての資金準備

以上のような状況と政府の意向から､今後各援助の実状を整理した後技カく国に対して援

助を要請する可能性は高いものと予想される｡またその内容は地域の総合的な開発計画のた

めの開発調査と､援批7i急がれる難民帰還地区に対する生浦項境整備のための無償資金協力

(農相珂発計画)との2本立ての可能性が高いものと思われる｡

またこの様な｢グJ国政府の意向に対して､日本監大使館ほr援助の要請があれば,他

の磯野との重複が無い取り前向きに取り組みたい｣との意見であった｡
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7､捻合所見

( 1 )ハイチ共和国

｢ハ｣国は､ 7.)神が前大洗勧､ら引き継がれた淋･アげァ似こ統領体制のもとで今復興の

兆しが見られる｡民生も社会の治安もほぼ安定し､国連多国籍軍も本年11月末には馳盲予定

されている｡しかしながら､この際速筆の完全撤退後カ,.当園にとっての正念場となろう｡

社会的に安定してきたとは言え､国中未だ無いものづくしの感があり､社会基盤の整備に

しても何から手を付けるぺきか半断が容易では無いと思われる｡また国の粗邦ままだまだ自立

出来る状況では無いので､諸外匡怜国際横開による積極助言不可欠であり､援助側にとっ

ては如何なる援助が最も必要で且つ効果的であるかを慎重に検討しなければならか1｡

先にも記したように､当園の社会経済開発上の大きな問題は､見るぺき産業もなく狭い国

土に沢山の貧困者を抱えていることと､またその多くが首都に集中した人口の偏在ということ

であろう｡園の経済ほ農業が主体であるが､その生産性ほ極めて低く穀物の自給ができず多く

を輸入と援助に依存している現状である｡したがって､当園にとって今後の開発を横河してい

く上で､食程の増産とこのための農地の整臓ま必須の課題とされよう｡農業遮唯は地形条件､

土壌条件､気候条件等から限られてはいるものの,まだまだ開発可能性の高い地憾ま少なくな

いと考えられる｡この様な可能性のある地域を農地として開発し､食程の増産と新穂会の拡

大を削ぎ同時に人口の分散化にもつながる｡

この様な課窪に対して各種の国際助横問も調査､計画を進めており具㈱に援助アロシーェ

外もいくつか始められている｡

今回の本調査で取り上iヂた二つの農業･農相珂発計画は､この棟か＼イチ国の開発上の課

周醇決に直結するものであり､この様な7.ロシ~ェクほ通して我が国が国際社会に並んで当園の開

発に貢献出来ることものと確信する｡

( 2 )グアテマラ共和国

｢グ.I国の鮒蕎農地区については,既に多くの国際援助穂開が援助を開始している｡し

かしながら,当地域は｢グ｣国の中では最も開発の遅れた地域であり.援助は未だ緒についた

ばかりで､解決すべき開発上の謙称ままだ多く残されている｡当国政脚まこの課題解決に向け

国際機園や諸外国からの援助を求めている｡

当園の政府は､他の中米諸国と同株にアシーアからの援帆こ多くの期待と好意を持っており､

中でも日本からの楓執を最も期待している｡

和平合意が目前となった今日､我が国もこの期待に答えるぺく本7.ロシーェ外を通して国際社

会の平和回復に貢献できることを切に期待したい｡
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① 網棚職歴

② 粥蛮日程

(診 融者))スト

⑧ 収轍科リスト

⑧ Teぬ蛙由Field R¢prt

⑧ Te地政帽Term& ofRefere皿飴On the RuralDevelopzBe血P払n

inthe C血de8 BotlquetJI region



① 調査団貞略歴

新原輝久

昭和15年1月 8日 生

]日毎遠大学理学部地質学鉱物学科卒

国際航業青菜式会社海外事業本部技師長

山崎秀人

昭和40年 5月15日 生

宇都宮大苧大学院農学研究科長業開発工学専攻終了

国際航業株式会社海ケ博美本部 技師

② 調査日程

1 0月21日(月)成田発/ユーヨーク着

1 0月22日(火)ユづ-ク発/削叶-アランス着

1 0月2 3日(水)日本大使館,農業棚相打発省表敬訪問､打ち合わせ､資料収集

10月24日(木)資料収集

I 0月2 5日(金)ク叩デTケ地区現職視察(Tランシュ川流域地区)

1 0月26日(土) 同 上 (ク~リースー川流域地区)

1 0月2 7日(日)移動(*B)汁-アランス-カアアイシャン)

1 0月2 8日(月) 7*-)Wへ~析地区現聴視察

10月29日(火) 同 上 及びNord県税察

1 0月3 0日(水)移動(カアTlシャン-a-1レトアランス)

1 0月3 1日(木)日本大使館､農業天然資渡島村岡発省訪問､調査鮭果報告､資料収集

1 1月1日(金)J*.)汁-アランス発/マイアミ着

11月 2日(土)資料整理

1 1月 3日(日)マ仰ミ発/ク"野マラ着

1 1月 4日(月)日本大使館､外務省国際協力課,農牧食陛省企画局､経旋企画庁訪問

情報収集､打ち合わせ

1 1月 5日(火) r巧マラ発/サンフランシX3著

1 1月 6日(水)サンフランシカ発

11月 7日(木)成田着



③ 面会者リスト

1
､ハイチ共和国

1 )在ハイチ共和国日本国大使館

迫 久展氏

菅野 啓氏

2)農業棚寸開発者

Mr. Jacque8 Alix

Mr. Phito Blenur

Mr. Guy Bernadotte

Mr. Bonel Jean-bapti8te

Mr. Ba8tien Juidy

Mr. Buy Matbien

Mr. Benoit Valcimoud

2､グアテマラ共和国

1 )在グアテマラ共和匡旧本国大使館

西山 慎二氏

2)農牧食程省

Mr. Werner RaulGon2iale2: De La Cru2i

Mr. Mario Francisco Rodrigue2: Polanco

3)外務省

M8.Anbella Woolfolk Contrera8

4)経済企画庁

M士. J.Antomio PalacioB

MB. Licda.Leticia Ramire2: De La Ro8a

代理大使

調整貝

国際協力局対日担当部長

国際協力局対仏担当部長

藤就局

ク叩デrケ農業事務所長

クロワテ"7"ケ農業事務所軒イ川l担当

北部県農業事務所長

東北県農業事務所長

二等書記官

計画局調整企画部長

岡副部長

国際協力局副局長

国際協力局副局長

二国間協力課担当



⑧ 収集資料リスト

1ー農業天然資源農村開発省の予算(1996- 1997 )

2.農業天然資源農村開発省の財政管理について(1994 )

3.農業天然資源農村開発省の人員

4.北部県の一般データ

5､ハイチ国の農業部門分析とアロシ"ェ外･アイデンティフィケーションFAO報告書vol.1,2(1995)

6､濯新税法

7､タ3')一地区濯淑シ符ム改善計画事前調査報告書(1 990 )

8､キュ･r ･サック平野農散会開発計画アロrラム(1956)

9-クー.)-ス1[[及びキュ･r ･サック平野社会･経済調査鞭告書(1989)

10､アランシュ･州地区表流水濯救シ符ム改善計画報告書(1996-1999)

11､ Oue8t県農業局のアクおげラン戦略(1996)

12.ハイ個人口統計資料(1992)

13. WHO保健転生状況報告書( 1996)

14.WHO飲料水及び衛生設備分析告書 vol.1,2 (1996)

15ー地形図(1/50,000､ 1/100,000､ 1/250,000)



⑤ Tentative Field Report

Tentative Field Report

October 31 1996

ADCA Mission

Tcruhsa Niiham

Hideto YaJnaZakJ

We,the ADCA(AgriculturalDevelopment ConsultzmtsAssociation)te訂nvisited The Republic

of Haiti from October 22ti11 30 to find suitable proJeCtSinthe agriculturalsector to recommend to

the Haitian goverrnent for Japanese teclmical皿d financial coopcration･

Weinvestlgated two areas,the Croix dcs Bouquets area and an area whichincludesthe

Northeast and Northdepartments, spending two daysineach町ea･ The results of the investlgations

are as follows.

1･ Croix des Bouquets area

The Croix des Bouquets area being situated on a plainwithtworivers crosslng it from southto

nor血,the Blanche tothe eastandthe Grise tothe west, has potential for
agriculturaldevelopment.

There currently exists皿irrigation schemethat takes its
water丘omthe Blanchc River皿dfrom

wells･ The
project

was financed bythe Inter訂nerican Development Bank (IDB). There wasalso

a large
scale irrigation scheme, sponsored bythe ∫sraelis,thatexistedinthe Bl皿Che鮎verarea

untilthe 1970's･ This irrigation scheme, however,fell into a state ofdisrepalr andthere currendy

exists littleirrlgationinthis areaL Moreover, it is believedthatthe Croix des Bouquets area has

highpotentialas包mland asthc血d isunderdeveloped, morethanhalfthe area weinvestigated is

tmcultivated or is used as pasttqe land･ Therefore, itis
expectedthat a laq･ge proportion of this area

will be cultivated throughirrigationinthefuturc.

Beforethis canhappen, however,the imigration of more famcrs aLndtheir families intothis

area and subsequent housmg are necessary･

2･ The Northeast and NorthDepaztnents

Therc existed lqge U･S･ runsisalplantationsinthe Northeast Departmentuntilthe 1950's.

Today, however, most ofthcmare being used as pasttqe land andthe limd belongs tothe

government of Eaiti･ 0山y a small proportion of this land is being cultivated,the main reason

beingthatthe reglOn has low rainfdl and cultivation is onlyfeasibleinthe ralny Season.

Furthermorethere are only afew famers workinginthe area.



Therefore, it is believedthat by constructlnganirrigation schemeinthis area largeanounts of

免mlandwi11 be able
to be cultivated.

Similarly, however, tothe problemthat exists
inthe Croix de

Bouquet aLrea l町ge numbers of fmerswill have to be brought intothearea皿dthe coITeSpOnding

housmg needs met.

The NorthDepartment has a lot of landwitha highpotentialfor血g･ Development,

however has not occt町ed due to lack of finmce,
severalstudies ah,eady have been carried out to

construct imigation schemes inthis zuea by intemaLtionalaid orgzn12atlOnS. Thercforc gr皿taid

projectsshould
bc based on recomendations proposedinthese existing studies･

Based onthe investlgation
results outlined above we would like to propose two proJCCtS:

1. anintegratedruraldevelopmcnt planinthe Croix des Bouquets reg10n,

2. an irrigation development plan fortheformer sisalplantations siteinthe northeast reglOn.

TORfor a pro)ect inthe Croix de Bouquets area is attachcdandwill be submitted tothe

Japane se goverrment
･

Fina11y we wish to express our sincere appreciation tothe Minisby of Agriculture, Nattqal

Resources and RuralDevelopment fortheir
e蝕ctive cooperation duringthe course of our

investigation.



⑥ Tentative Terms of Reference on the rural development Plan J'n the Croix des

BoLJquetS region
,The

Republic of Haiti

1.project digest

(1)Project title :" Ruraldevelopment plan in Croix de8 Bouquets region

"
.

(2)Location : ( Bee the attached location map )

(3) Implementing agency

-Name Of the Agency :MimiBtere de L'Agriculttlre Deb Re8eOurCe8 N8turelle8 Et Du

Developpenent Rural

-Number of the Stuffofthe Agency (on the c&te即ry ba8i8 ) :???

-Budgetallocated
to the A酢nCy :???

-Orgami祖tionch打t
: ???

(4)Justification of the Project

-present condition of the Sector

Agriculttばe iB the mmicomponent to 8uBtainthe economy of thi8 country I

However a8 there a柁8 lot of mountain areas in this country Which has Only

27,800kn2 be8ide8the limitation of the Soil condition , 8uitablelmd8for agriculture

are limited. Furthermore a8 the productivity iB OVeral1 low thefoodrun8 8hort and

depend8 mainly onthe import. Moreover, the export iBlimited for the trade

prohibition me舶ure8withOrgani2iationforAmerican State(OAS) eincethe coup

d'etat in September, 1991, the production of the export crop8 8t喝nate8, and thi8

influence extends Over today.

-8eCtOral
development policy of the n&tion81/ local governJnent

To promote the development
of agriculture i8 placed 88 the mo母t important

policy inthe national development
plan･And agriculturaldevelopment plan i8

formulated to the following 7 8eCtOr8 in this Plan.

1) Basic investigation concerning agriculture and the prop8g8tion of it'8
re8ult8

2) Review and Support Of 8y8tem

3) Conservation of water re80urCe8 and other naturalre80urCe8

4) Promotion of agriculture and Stock rai8i喝

5) Promotion of the farm product8 for export

6) Reinforcement of irrigation and drain血cilitie8

7) Integratedrur81 development

ーPrObleⅡ18
tO be 80lved in the Sector

lt i8 diBicult to make priority in these 8eCtOrB mentioned above becau8ether占8re 8

1



Children
who are obliged to walk 80 Lhr to go to school every day.

-the Project'8 Priority inthe National Development P18nJPublic lnveBtnent

Program

The agriculturaldevelopment plan
iB

placed a8 the mo8t important and urgent

problem in the nationalintegrated 3 years development plan Which 8tartedfrom

1995.

(5)De8ir&ble or 8Cheduled tine of the commencement Of the Project

About 2 year8from October 1998 for the Development Study,

about 1 year from October
,2,000for

the ba8ic and the detail design

and 2 year8from 2,001 for the implementation of the project.

(6) Expectedfunding 80urCe and/or a8Bi8tanCe (including external origin)

Japane8e OfficialDevelopmentAs8i8t8nCe
,especially

Grant Aid

(7) Other relevant fbject , if any

No ne

2 ､ Term8 0f Reference of the propo8ed Study

(1)Nece88ity / Justification of the Study

The Republic of Haiti which holds population of more than 7,000,000 in the area of

27,800km2 depends On the agriculture in the n8tionaleconomy･ However
,a8

Lhrnland i8 limited bec8u8e Of a lot of mountain areas and a8the productivity由very

low
,food

i8 Chromicany in Short Supply and iB Obliged to depend on the血port and the

aB8i8tanCefrom the foreign countrie8.

And as the condition of the nationaleconony became impoverished Still norewith

the Sanction bythe intern8tional80Cietie8 includingthe interruption of a88iBt&nCe

8ince themilitary coup-d'6tat in 1991, increa8ing food production i8 the urgent policy

problem･ Moreover, the concentration of the population to the capitaliB remarknble

and the population i8 0VerCrOWded in Port au Prince city. On the other hand, the

rural areas are in the tendency of depopulation, and this iB One Of main血ctor8 0f the

8tagnation of agriculture. Therefore the decentrali2:ation of the population torural

area8 iB also an urgent and important pohcy problem.

Croix de卓 Bouquets i8 located in about 10 km e&8tfromthe capitalwhere can be

called a Satellite city of the capital, and 8e8medthat there i8 nO
problem

in the

hydrologicalcondition
and 80ilconditionwith geographicauy plane features. The

3



population i8, however, in the tendency of depopulation. It i8
Seemed that this

circumstance Was Cau8ed bythe rea80n Of 8hort8ge Of the domestic water Buck 88

portable water and 80Cialand economic infra8truCture8. Therefore it i8
expected that

a number of the people who live in the capitalwin returntotheruralareaB bythe

Supply of nece88ary minimum economic 8nd 80Cial infra8truCture8 8uCh a8

agriculturalfacilitie8 in this region･And atthe 台ame time, it i8 expected to

contribute to the 8Olution of the important policy problems Which are decentrah2iation

of the population to the mralarea, and are incre88ed yield of crops, especially Supply

of thefre8h veget&ble8 tOthe c&pitaland expansion of the employment clmnce8 by

promoting the agriculture inthe 8uburb8 0f the capital.

(2) Nece88ity / Ju8ti丘c8tion of the J8p&neBe Tec一山cal Cooperation

Japan isthe Second country for Haitia8 an import partner next tothe United State畠

on the trade, and the fourth in bilaterala8Bi8tanCe followedthe U.S., France and

Can8da( re8ult8 in 1994). Thereforethe expansion of thefin8nCial cooperation from

Japan i8 e‡pected withthe8e relations.

AsthiB
Project

i8 Very inportantforthe nationalpolicy problems tO be Solved, it i8

expected to receivethe cooper8tionfrom Japan which has highteclmology and a lot of

experience8 0nthe rice culture and also On the irrigation
8Chene.

(3) Objective8 0f the Study

The main economic and 80Cialdevelopment problem8 0f Haiti exist in the

8itu&tionB that be8ide8 productivity i8 generally low andthere iB nO 8peCialproducts to

evaluate, the country holds Plenty of poor people and that the majority of then live in

the capital.

Andthoughthe majority of the nationalindu8try i8 agriculttm which e8rnB more

than 1/3 of GDP and employs more than 60% of working population, the皿08t Offood

depend onthe import becau8e Of their low productivity･ Therefore it iB Very important

and urgent pohticalproblem to achieve the decentralization of population to therura1

8rea8 and to improvethe productivity of agriculture.

Therefore the objective ofthi8 Study i8 tO SOIvethe8e problems.

(4)A柁A tO he covered by the Stlldy

The
project will be targeted in the area of about lOknfrom east tO West Ward and

about 15knfromきOuth to north ward (about 15,000 ha) aroundthe Croix deb

Bouquet8 City.
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(5)Scope of the Study

ThiB Study will be executed dividing a8 follows 8t two termS肝ha8e-1 and Ph88e･2)

in thefir8t phzLBe tO Propose an 8griculturaldevelopment and theruraldevelopment

plan in the objective
area a8 a master plan 8tudy, and inthe Second to examine the

fea8ibility and the effect of each components proposed in the Pha8e･1 aB afeasibility

8tudy when the project
i8 i皿plemented.

In the Phase-1 Study,fo山owing 8tudie8 Will be carried out.

1)血ct丘nding of agriculture, agricultural血cilitie8, farm h8rveet and distribution
of

the hme8t.

2)po88ibilityof the development of water re80urCe8for domestic and irrigation use.

3)血ct丘nding of the economicalhve8 0f inhabitant8

4)血ctfinding of the economicalinfra8truCtureB

5)血ctfinding of the 80Cialinfr88truCture8

6) fact丘nding of the laws and 8ySten8

A氏即the re8ult8 0fthe8e 8tudie8, the ma8ter planwill be elaborated,that i8 tO

propo8e neCe88arymiminuzn conponent8 forthe
nlraldevelopment to accomplish

the objectives.

In the Pha8e12 Study, each component win be evaluated technologically and

financially about the feaBibnity
of the development, andfinauy the component8 for

development will be decided.

(6) Study Schedule

The duration of the Study 8Chedule i8 2 years ;

let year :tO elaborate 8 master plan

2nd year :to elaborate the feasibility Study conceming each component proposed in the

ma8ter plan.

(7) Expected Major Outputs 0f the Study

1) Inception Reportll

2) Interim Reporレ1

3)Master Plan Report

4) Inception Report-2

5) InteriJn Report-2

6)Fe&8ibilityStudy Report

(8)Reque8t Of the Study to other donor &gencie8 , if any

?ウウ?
● ● ● ●
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(9) Other relevant information
, if Any

?ウ??
■

● ● ●

3
､

Facilities and information for the Study Team
, etC.

(1) A88ignment of counterpart personnel of the implenenting agency for the Study

( number , &c&demic back?ound
, eec. )

Ite m8 Number Academic background

Irrigation enpeer

HydrologiB t

Hydro- geologist

Civil englneer

Agronomit

Socio-e con° mi8t

1

1

1

1

1

1

(2)Avaihble d&t&
,
information, docu皿ent8,皿ap8 etC. related to the Study

(ple&8e &tt&Chthe liBt.)

L由t of8uCh data

(3)Information on the Security conditions in the StudyAnea

There iB nO Security problem in the Study area.

4
､

Global Ⅰ88ue8 ( Environmentalconponent
, Women ln Development, Poverty,

eec.)

(1) Environmentalco皿pOnent8 ( Buck a8 pollution control , water 811PPly, 8eW&ge,

environ皿entalm&nagenent,forestry, biodivercity ) of the Project, if any

The objective ofthiB Project i8ruraldevelopment that involve8 Water Supply
,road

con8truCtion or pavement a.nd a kind of reforestation.

(2)Anticipated environnent&1 inp&ct8 (both n&tural且nd social)
by the Project

,if&ny

1) It i8 expected that 8&nitary water will be飢Ipplied to the inhabitant8 and

conBequently the environnental8ituationwiu be improved by executing this project.
2) It i8 expected that duet and noiBewith the traffic vehicles Will be reduced by

conBtruCtion of the road8 and paving ･

3) It iB
eXPeCtedthat the soil ero8ion will be controlled by arranging the血rmland.

4) It i8
expected that fore8t8win increase by intentionalreforeBtation or agriculture.

(3) Women a8 nail beneficiarie8 0r not

Ye8,they will befreefron carriage of dome8tic water.

6



(4) Project conponeJlt8 Which require8 8peCialcon8ider&tion8for women (8uCh &8

gender difference
, women 8PeCi丘c role ,

women'8
Puticipation) , if any

Nothing 8PeCial.

(5)Anticipted imp&ct8 0n WOmen C8u8ed by the Project, if any

Womenwi11 befreefrom every day's carriage ofdome8tic water.

(6) Poverty reduction conponent8 0f the Project , if any

To promote the development of agriculture contributes tO reducethe poverty.

(7)Any conBtmint8 against the low-income people c8tWed by the fbject

There i8 nothing Special.

5･ undertakings 0f the Government Of (the recipient country )

in
order to facilitate 8 Smooth and e缶cient conduct of the Study,the Government of

( recipient country )8h&11 take nece88肘y meiLBure8:

(1) to Secure the 8afety of the Study Team.

(2) to permitthe nember8 0f the Study Team to enter , leave and 80jouz･n in (the

recipient country)
ill COnneCtionwith their &88i印ment8 therein , and exempt

themfrom ahen regiBtr&tion requirement and con8uhr feed.

(3)to exempt the Sttldy Team from t8ⅩeB , dutie"nd any other ch8rge8 0n equipment,

m&chinery and other m8teri山brought into and out of (the recipient country )for

the conduct of the Study.

(4) to exempt the Study Te8mfrom income tax and ch&rgeB Of any kind imposed on or

in connectionwith any emolument8 0r &1lowance8 paid to the member8 0f the

Study Te&mfor their 8erVice8 iJ"OnneCtionwith the implenent&tion of the Study.

(5) to provide neceB8ary hcilitie8 tO the Study Te&nfo=emittance ae weu aB

utih皿tion of thefund8 introduced in (the recipient country )from J&p&n in

connectionwith the i皿plementation of the Study.

(6) to BeCure permi8Bion or entry into private properties Or
restricted &z･e&8fo, the

conduct of the Sttldy.

(7) to 8eCure permi88ionfor the Study to take all data, documents and zleCeB8ary

znateriah rehted tothe Sttldy out of ( the recipient country)
to Japan.

(8) to provide medical 8erVice8 a-eeded･ It8 eXpenBe8 Will be ch8巧e&ble to members

of the Study Team.

7



L /

6･ The Government of ( the recipient country) 8hall be bear clain8 ,
if any ariBe8

again8t member(8) of the Jap&n朗e Study Te&n re8ultingfrozn , occurring in the

cotu8e Of or otherwise COnneCtedwith the di8ChaLrge Of their duties in the

i皿plementation of the Study, except when 8uCh clain8 ariBefrom gro88 negligence

or wil血lmi8COnduct on the part of the menberB Of the Stlldy Team.

7･ (The implementing agency ) 8h8氾act a8 COunterPart agency tO the J8Pane8e Study

Tean and &l80 aB COOrdin&ting body in
relationwith other governmental and non-

governnent&l orga血tion azld non-governmental org&ni祖tion concerned for the

8m00th inplementation of the Study.

The Government of ( the recipient country ) a88ured that the matter8 referred in this

form will be enBuredfor a Smooth conduct of the Development Study by the J&p&nese

Study Team.

Signe a:

Title a:

On beh&lfof the GovernJnent Of

8

Date:
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